
20171211 新庁舎建設促進特別委員会 資料 

 

1 

 

㸦別紙㸧 

［増床すࡿ内容࡜面積］ 

 

㸯．ワンࢫトッࣉ機能部分 約 600～1000 ㎡ 

 市民ࡢ利便性向ୖを図ࡿワンࢫトッࣉ機能実現ࡢためࡢ面積ࡢ増 

࣭職員増࡟伴う事務室ࠊ書庫ࠊ休憩室ࠊ更衣室等ࡢ増 

 

㸰．防災拠点部分  約 5000 ㎡ 

 災害時ࡢ際ࡢ災害対策本部ࠊ災害支援ࠊ災害対応ࡢࢫ࣮࣌ࢫためࡢ面積ࡢ増 

 ࣭災害対策本部並び࡟災害支援㸦㸱階㸧࣭ ࣭࣭約 1000 ㎡ 

  免震層を活用した天候࡟左右࡞ࢀࡉい災害対応ࢫ࣮࣌ࢫ㸦地階㸧 

࣭࣭約 4000 ㎡ 

 

㸱．まち࡙くࡾ拠点部分  約 400～1000 ㎡ 

 市民アンケ࣮トや市࡜し࡚必要࡜考えࡿ機能࡟対すࡿ市民エリアࡢ面積ࡢ増 

 ࣭利便機能ࠊ交流拠点ࠊ情報発信 

 

                 合計ࡢ増床面積 約 6000～7000 ㎡ 

 

当該面ࡾよ࡟要望ࡈࠊ意見ࡈࡢ市民ࡿよ࡟リックコ࣓ントࣈパࡿ後日予定し࡚いࠊお࡞※ 

積ࡘ࡟い࡚ࡣ増減すࡿ場合があࡾますࠋ 

 

 

[基本設計方針࡟関すࡿパࣈリックコ࣓ントࡢ実施ࡘ࡟い࡚] 

 

㸯．期 間  ᖹ成㸰㸷ᖺ㸯㸰月㸰㸮日㸦水㸧～ᖹ成㸱㸮ᖺ㸯月㸯㸰日㸦金㸧 

 

㸰．方 法  ඵ代市࣮࣒࣮࣍࣌࡟ࢪ掲載します࡞ࠋおࠊୗ記ࡢබ共施設࡟ 

閲覧用ࡢ冊子を設置しますࠋ 

       ※仮設庁舎ࠊ各支所ࠊ出張所ࠊබ民館ࠊ総合体育館ࠊ 

保健センタ࣮ࡢ࡝࡞බ共施設 

 

㸱．説明会  仮設庁舎㸦東棟㸰階㸰㸯号会議室㸧࡛ ୗ記ࡢ日程࡛開催しますࠋ 

       㸯回目㸸ᖹ成㸰㸷ᖺ㸯㸰月㸰㸱日㸦土㸧 

㸰回目㸸ᖹ成㸱㸮ᖺ㸯月６日㸦土㸧ࡢ㸰日間 

※ձ㸷時～ࠊղ㸯㸱時～ࠊճ㸯㸶時～ࡢ㸯日㸱回実施しますࠋ 
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防災拠点への機能転換 配置図 

࠙通常時ࠚ 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             道路境界線 

 

 

࠙災害時ࠚ※技術提案書を基にしたイメーࢪ 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            道路境界線  

公用車駐車場 

約 50～60 ྎ 

( ) 

一般駐車場 約 150～200 ྎ 

市

民

エ

ࣜ

࢔

棟 

行政棟 

み࡝りの広場 

㸦࣋࢖ンࢺ等࡟使用ྍ㸧 

災害活動広場 

࣭メ࢔࢕ࢹ中継車待機ࢫ࣮࣌ࢫ 

࣭救援物資受入れࢫ࣮࣌ࢫ 

 

外部支援活動基地 

࣭外部支援団体控室 

࣭プࣞࢫセンタ࣮ 

災害対応広場 

࣭炊出し ࣭防災ࢸンࢺ設置 

࣭ソ࣮ࣛ街灯設置 

࣭救援物資受け渡し 

࣭マン࣮࣍ࣝ࡝࡞ࣞ࢖ࢺ 

道路境界線 

࠙３階ࠚ 

災害対策本部の設置 

㸦本部長室、関ಀ機関会議室 

危機管理執務室、無線統制室࡞

 機能㸧࡞して必要࡜対策本部࡝

災害支援㸦休憩室、給湯室、࢖ࢺ

࡞して必要࡜災害支援࡝࡞ࣞ

機能㸧 

࠙地階ࠚ 

災害対応ࢫペーࢫ 

 㸦地下免震層を活用㸧 

࣭天候࡟左右され࡞いࢫ࣮࣌ࢫ 

㸦救援物資仮置きࢫ࣮࣌ࢫ、防災

備蓄倉庫、࣎ ࣛン࢔࢕ࢸ受け入

れ、ࢫ࣮࣌ࢫࢪ࣮࢔ࣜࢺ等㸧 その他支援設備 

࣭厨房炊き出し支援 

࣭仮設流しྎ設置 

࣭仮設コンࣟ等設置 

災害市民窓口 

࣭相談窓口の設置 

࣭安否情報の掲示 
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道路境界線 
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࣭一時避難ࢫ࣮࣌ࢫ 
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